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問題づくりの参考に ：PART　２

「国家Ⅲ種・地方初級公務員ｵｰﾌﾟﾝｾｻﾐｼﾘｰｽﾞ⑥一般知能 
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ご感想やご意見、間違いのご指摘などあれば、お聞かせください。

１０．１辺の長さが４ｃｍの正方形が２つある。１つを固定し、もう一方を

中心の周りに４５°回転して、図のように重ね合わせたとき、二重になっ

ている部分の正八角形の面積はいくらか。

１　(16√2 - 10)cm2 ２　(24√2 - 20)cm2 ３　(32√2 - 32)cm2

４　(48√2 - 56)cm2 ５　(64√2 - 76)cm2

(解） 切り取られる角の辺の長さを x cm とすると、2x + √2 x = (2 + √2)x = 4

∴ x = 2(2 - √2) S = 42 - 2x2 = 32√2 - 32 （答）３　(32√2 - 32)cm2

１１．図のように扇型に円Ｐが接している。斜線部の面積はおよそいくらか。 A

ただし、∠ＡＯＢ＝６０°、ＢＯ＝１２ｃｍとする。 C E

１　10cm
2

２　11cm
2 P

３　12cm2 ４  13cm2

５　14cm2 O D

(解） PD = x とすると、OE = 2x + x = 3x = 12 ∴ x = 4 (cm) OD = 4√3 （ｃｍ） 

S = 2×△POD - 円P/3 = 16√3 - 16π/3 ≒ 11 （答）２　11cm
2

１２．１から４００までの整数の中で連続した２つの整数の和が２９で割り切れるものの組合せ

は全部で何通りあるか。

１　19通り　　２　13通り　　３　14通り　　４　15通り　　５　16通り

(解） n+(n+1) = 2n+1 = 29k、 n = 14k + (k-1)/2、 k-1 = 2p、k = 2p+1

n = 29p+14 ＜400、p ＜ 13.3 より p = 0 ～ 13 （答）３　14通り

（参考）

p

n

n+1

和

１３． A、B、C は 6 ～ 12 の整数のいずれかであり、A ≦ B ≦ C　の関係がある。今、

A + B + C = 27、B×C + C×A = 176 が成り立っている。 A×B - C の値としてあり得る

のは次のうちどれか。 １　47　　２　53　　３　55　　４　57　　５　59

(解） A+B+c = 27 より　A+B = 27-C、B×C+C×A = (A+B)×C = (27-C)×C = 176

C2-27C+176 = 0 ∴　(C-11)(C-16) = 0、 C = 11、16、 A+B = 27-C = 16、11

A、B、C は 6 ～ 12 で、A≦B≦C、A×B-C＞0

C = 11 のとき、A+B = 16 より、

（答）２　53

C = 16 のとき、A、B は A+B = 11 で A≦B≦C、6 ～ 12  だから不可

１４．自然数を図のように並べたとき、左から14番目で、上から 1 2 5 10

７番目の数はいくつか。 4 3 6 11

１　176　　２　177　　３　178　　４　179　　５　180 9 8 7 12

16 15 16 13

(解） １列目は 12 、 22 、 32 、 42 、・・・

横１行目はそれに +1 で、 02+1=1（追加）、 12+1=2、 22+1=5、 32+1=10、 ・・・

14番目の第1項は、 132+1 = 170 ７番目だから 170、・・・、176 （答）１　176

＜問題、答など＞
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１５．ＡとＢは共通部分をもたない。ＥはＢとＤに同時に含まれる。ＦはＡとＤの共通部分で

ある。ＣとＤは共通部分をもたない。以上のことから確実にいえるのはどれか。

１　ＡとＣは共通部分をもたない。２　Ｂの一部はＦである。 ３　ＤはＢに含まれる。

４　Ｅの一部はＣである。 ５　ＣとＦは共通部分をもたない。

(解） 4 数字αは成り立たない例

C 1 2 D B ＦはＡとＤの共通部分である。

F E ＣとＤは共通部分をもたない。

A 3 上記２つから

（答）５　ＣとＦは共通部分をもたない。

１６．あるハイキングクラブの会員にＡ～Ｅの５つの山について登ったことがあるどうか聞い

たところ、次のことが分かった。このとき確実にいえるのはどれか。

○　Ａ山に登ったことのある者はＤ山にも登ったことがある。

○　Ｃ山に登ったことのない者はＤ山にも登ったことはない。

○　Ｅ山に登ったことのない者はＡ山に登ったことがある。

○　Ｂ山に登ったことのない者はＤ山に登ったことがある。

１　全員Ａ山かＢ山のいずれかには登ったことがある。

２　全員Ｃ山かＤ山のいずれかには登ったことがある。

３　全員Ａ山かＤ山のいずれかには登ったことがある。

４　全員Ｂ山かＥ山のいずれかには登ったことがある。

５　全員Ｃ山かＥ山のいずれかには登ったことがある。

(解） ○：○山に登ったことがある ￢○：○山に登ったことがない（否定）

条件とその対偶より

① Ａ→Ｄ 、 ￢Ｄ→￢Ａ ①、②より Ａ→Ｄ→Ｃ

② ￢Ｃ→￢Ｄ、 Ｄ→Ｃ ③より ￢Ａ→Ｅ ＣかＥのどちらか成立

③ ￢Ｅ→Ａ 、 ￢Ａ→Ｅ （答）

④ ￢Ｂ→Ｄ 、 ￢Ｄ→Ｂ ５　全員Ｃ山かＥ山のいずれかには登ったことがある。

（疑問）「『確実にいえる』とはいえない」ことを示すには・・・・？

１７．「蝶は羽根をもち蜜を吸う」という命題が真であるとき、確実にいえるのはどれか。

１　蝶でないものは、羽根もなく蜜も吸わない。 ２　羽根のあるものは、蜜を吸う

３　羽根もなく蜜を吸わない蝶もいる。 ４　羽根をもち蜜を吸うものは蝶である。

５　羽根があっても蜜を吸わなければ蝶ではない。

(解） 数字αは成り立たない例

1 1 「蝶は羽根をもち蜜を吸う」の対偶は、

羽根 蝶 4 蜜 「羽根をもたないか蜜を吸わないのは蝶でない」から

2 「蜜を吸わないのは蝶でない」

3 （答）５　羽根があっても蜜を吸わなければ蝶ではない。

１８． 40 チームでトーナメントの試合をする。できるだけ全チームが公平になるようにトーナ

メントを組もうとしたが、実際には何チームかは５連勝すれば優勝だが、残りの他のチーム

は６連勝しなければ優勝できない。５連勝すれば優勝するチームは何チームか。

１ 8 チーム　２  16 チーム　３　20 チーム　４　24 チーム　５　32 チーム

(解） 均等、公平を前提として、２回戦に出場するチーム数は、その後、５連勝で優勝だから、

25 = 32 ＜ 40 で、32 チーム 40 - 32 = 8 、 8 チームは１回戦から勝ち上がり

１回戦から出るチーム数は 8×2 = 16、 40 - 16 = 24 （答）４　24 チーム


